


　スコットランドの小学校は、以前は入口が男女で分けられていたといいます。今は男女かか
わらず両方の入口を使いますが、その名残が建物に見られます。学校ごとに色を指定した制服
がありますが、大手スーパーで制服用のさまざまなデザイン・色の服が安く売られており、好
きなものを組み合わせて着ます。給食費は５年生まで無料、毎朝希望者には朝食の提供もあり、
低所得の子どもは無料、一般家庭の子どもでも安く食べられます。

イギリス・スコットランドからの発信イギリス・スコットランドからの発信
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　グラスゴー大学の「誰でもトイレ」に張ってあったポスターです。
イギリスでは、公共施設やカフェなどでは、個室が並び、性別にか
かわらずそれを使うオールジェンダートイレが普及してきています。
トランスジェンダーの人の性別変更をめぐって議論がつづいており、
スコットランドはイギリス全体のなかでも、より本人の意向を尊重
する立場をとっています。2021年からは子どもが親の同意なしでも
学校において性別変更できるようになったほか、2022年12月には、
診断書なしで本人の申請に基づいて出生証明書の性別を変更できる
法案が、スコットランド議会で可決されました。しかし、イギリス
政府はこの法案に反対し、その差し止めをしようとしています。

だれかが“まちがった”トイレをだれかが“まちがった”トイレを
使っていたらどう思いますか？使っていたらどう思いますか？

見つめる見つめる

安心してトイレを安心してトイレを
使えるように！使えるように！

プライバシーやプライバシーや
空間に対する権空間に対する権
利を尊重する利を尊重する

性のアイデンティティを尊重する性のアイデンティティを尊重する

攻撃する攻撃する

他人に話す他人に話す

人はさまざまな方法で自身の性別を表現し人はさまざまな方法で自身の性別を表現し
ますが、それを特定のトイレを使うことでますが、それを特定のトイレを使うことで

表現する必要はあり表現する必要はあり
ません。個人の性別ません。個人の性別
の認識は、他人がすの認識は、他人がす
るものではなく、自るものではなく、自
分自身の問題です。分自身の問題です。



　美術館のトイレにあった女性ホームレスのための無料生理用品
を案内するポスターです。イギリスでは、一度は減少した路上生
活者の数が、緊縮財政により増加しています。路上で物乞いする
人の姿も目につきます。「ホームレス」は路上生活者だけでなく家
を失った人を広く指すため、女性がホームレスになる最大の原因
はDVだといわれています。
　イギリスでは、チャリティ団体に税制優遇措置があり、活動が
活発です。通りには、こうした団体が運営するチャリティショッ
プがたくさんあり、市民から持ち込まれた服、家具、食器、おもちゃ
などの不用品を販売し、活動資金にしています。

「ピリオド　フレンドリー　ポイント」は、
ホームレス状態にある女性が無料で生理用品
にアクセスできる場所です。

コロナ禍によって、活動の方法を変更していま
す。一週間分の生理用品が入った巾着袋をトイ
レに置いてあるので、お持ち帰りください。



　昨年12月25日のグラスゴーのまちのようすです。車が１台も走っておらず、閑散としてい
ます。イギリスではクリスマスは家族と過ごす日で、ほぼすべての店が閉まり、地下鉄も終日
運休でした。
　今回のスコットランド滞在では、物価高と円安により、世界における日本の地位の低下を痛
感しました。コロナ禍で進んだオンライン化と、精度の高い翻訳アプリの急速な普及で、海外
に行くことの意味合いも変わりつつある気がします。� （写真・文　京都大学　丸山里美）
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戦争を回避するために、
「敵」をつくらない
　

平和ガイド　下地　輝明　

「
沖
縄
戦
」
の
話
を
す
る
と
、「
東
京
で
も
大
空
襲
が
あ
っ
た
し
、
広
島
・
長
崎
で
は
原
爆
で
多
く
の

人
が
死
ん
だ
」
と
い
う
話
を
さ
れ
る
本
土
の
方
が
い
ま
す
。
そ
の
通
り
だ
し
、
唯
一
の
被
爆
国
と
し
て

広
島
・
長
崎
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
と
「
国
内
で
唯
一
住
民
を
巻
き
込
ん
だ

地
上
戦
」
が
あ
っ
た
沖
縄
を
学
ぶ
こ
と
は
、
意
味
が
違
う
よ
う
に
思
い
ま
す
。

一
つ
は
、
軍
隊
目
線
で
な
く
住
民
目
線
で
戦
場
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と
で
す
。「
軍
隊
は
住
民
を
守
ら

な
い
」
こ
と
は
、沖
縄
戦
の
教
訓
の
ひ
と
つ
で
す
。
軍
隊
が
守
る
の
は
「
領
土
」
と
「
国
家
体
制
」
で
、

そ
の
た
め
に
国
民
に
武
器
を
持
た
せ
殺
し
合
い
を
さ
せ
る
、
こ
れ
が
戦
争
で
す
。

二
つ
目
は
、
日
本
は
加
害
国
で
あ
る
と
い
う
点
で
す
。
あ
の
戦
争
は
日
本
が
仕
掛
け
た
戦
争
で
、
二

〇
〇
〇
万
人
の
ア
ジ
ア
の
人
々
が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。
原
爆
を
落
と
し
た
国
＝
米
国
＝
加
害
国
、
落

と
さ
れ
た
国
＝
日
本
＝
被
害
国
で
は
な
い
の
で
す
。「
米
軍
よ
り
友
軍
が
怖
か
っ
た
…
…
」。
生
存
者
の

多
く
が
語
っ
て
い
る
言
葉
で
す
。
沖
縄
で
日
本
軍
は
「
捕
虜
に
な
る
の
は
恥
だ
、
非
国
民
だ
！
」「
方

言
を
使
っ
て
い
る
も
の
は
ス
パ
イ
と
み
な
し
て
殺
し
て
い
い
！
」
と
住
民
を
虐
殺
し
、
死
を
強
要
し
ま

し
た
。
沖
縄
戦
で
の
日
本
軍
の
住
民
に
対
す
る
意
識
は
、
ア
ジ
ア
人
に
対
す
る
そ
れ
と
重
な
り
ま
す
。

三
つ
目
は
、
戦
争
遺
跡
の
存
在
で
す
。「『
ガ
マ
』
で
の
体
験
、
中
で
聞
く
話
は
、
事
前
に
学
ん
で
き

た
知
識
と
は
比
較
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
い
う
感
想
を
よ
く
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
現
場
に
立
っ

て
、
話
を
聞
く
・
見
る
・
感
じ
る
。
こ
の
こ
と
は
大
き
な
意
味
を
も
ち
ま
す
。

今
、
琉り

ゅ
う
き
ゅ
う
こ

球
弧
（
奄
美
大
島
か
ら
沖
縄
、
台
湾
ま
で
の
弓
状
に
連
な
る
数
多
く
の
島
々
の
こ
と
）
で
は
軍
事

要よ
う
さ
い塞
化
が
進
み
、
ミ
サ
イ
ル
部
隊
が
配
備
さ
れ
、
戦
争
準
備
が
着
々
と
進
め
ら
れ
、
国
の
あ
り
方
が
大
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き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
外
交
で
優
位
に
立
つ
た
め
に
は
「
抑
止
力
」
を
強
化
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
政
府
は
言
い
ま
す
が
、
中
国
か
ら
す
る
と
「
挑
発
」
と
「
脅
し
」
以
外
の
何
者
で
も
な
い
、

と
私
は
考
え
ま
す
。「
沖
縄
を
再
び
戦
場
に
す
る
な
」「
日
本
防
衛
の
た
め
に
ま
た
沖
縄
を
捨
て
石
に
す

る
の
か
」、
と
不
安
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
学
構
内
に
ヘ
リ
が
墜
落
、
保
育
園
と
小
学
校
に
ヘ
リ
の
部
品
が
落
下
、
個
人
の
農
地
に
ヘ

リ
が
墜
落
・
爆
発
・
炎
上
、
集
落
近
く
に
オ
ス
プ
レ
イ
が
墜
落
…
…
何
度
も
く
り
返
さ
れ
る
命
に
か
か

わ
る
重
大
事
故
が
、
沖
縄
で
起
き
て
き
ま
し
た
。
沖
縄
県
が
ま
と
め
た
『
他
国
地
位
協
定
調
査
報
告
書

（
欧
州
編
）』に
よ
れ
ば
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は「
米
訓
練
機
が
大
き
な
事
故
を
起
こ
す
た
び
に
国
民
が
怒
り
、

地
位
協
定
が
改
訂
さ
れ
、
訓
練
に
対
す
る
規
制
が
厳
し
く
な
る
」
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

沖
縄
で
は
、
自
民
党
も
含
め
二
八
年
間
も
訴
え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地
位
協
定
は
一
度
も
改
訂

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
沖
縄
県
民
の
責
任
で
し
ょ
う
か
？　

沖
縄
の
問
題
だ
と
し
て
無
関
心
な

日
本
国
民
の
責
任
で
し
ょ
う
か
？

世
界
最
強
の
軍
隊
を
つ
く
っ
て
も
、
最
新
兵
器
を
そ
ろ
え
て
も
、「
敵
」
が
い
な
け
れ
ば
戦
争
は
で

き
ま
せ
ん
。
戦
争
を
防
ぐ
唯
一
の
方
法
は
、
敵
を
つ
く
ら
な
い
こ
と
で
す
。
ど
の
国
と
も
「
友
好
平
和

条
約
」
を
結
び
、
政
治
・
経
済
・
文
化
の
交
流
は
も
ち
ろ
ん
、
友
好
姉
妹
都
市
を
結
び
、
観
光
客
を
受

け
入
れ
、
相
手
を
理
解
し
共
存
し
て
い
く
。
つ
ま
り
外
交
で
す
。
外
交
で
戦
争
を
回
避
し
、
平
和
を
築

く
努
力
こ
そ
が
、
最
重
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

しもじ　てるあき

1947年、父の郷里である宮古島で生まれ、小学校１年の5月に那覇
に転居。高校卒業後、福島大学に「留学生」として入学。「日本語
上手だね」と先輩に言われ、円使用と交通法規が逆の生活に慣れ
るのに苦労しました。初めて日本に来たのは高３で、6月に国民体
育大会、8月にインターハイ、10月にオリンピック招待見学と、1
年に３度も憧れの日本に来れました。卒業後は帰郷し、沖縄で高
校の体育教師として勤務。現在は平和ガイドとして活動していま
す。
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私
た
ち
は
今
、「
新
た
な
戦
前
」
に
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
大
き
な
不
安
を
抱
い
て
い
ま
す
。

政
府
は
二
〇
二
二
年
一
二
月
一
六
日
、
二
〇
二
七
年
ま
で
の
五
年
以
内
に
日
本
の
軍
事
費
を
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
二
％
に
引
き
上

げ
、
四
三
兆
円
と
す
る
こ
と
を
含
む
「
安
保
三
文
書
」
の
改
定
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
方
針
を
、
事
前
に

国
会
に
は
か
り
承
認
を
得
る
こ
と
な
く
、
岸
田
首
相
が
二
〇
二
三
年
一
月
一
三
日
に
急
き
ょ
訪
米
し
て
ア
メ
リ
カ
大
統
領
と

結
ん
だ
共
同
声
明
に
お
い
て
、「
防
衛
力
の
抜
本
的
強
化
」
と
「
日
本
の
反
撃
能
力
の
強
化
」
を
明
言
し
ま
し
た
。
国
民
へ

の
説
明
よ
り
先
に
ア
メ
リ
カ
大
統
領
に
報
告
に
行
く
と
い
う
姿
勢
は
、
ま
る
で
植
民
地
下
の
管
理
者
の
よ
う
な
卑
屈
さ
を
感

じ
ま
す
。
こ
れ
は
、
戦
力
の
不
保
持
を
定
め
た
憲
法
第
九
条
に
反
し
、
国
会
を
国
権
の
最
高
機
関
と
定
め
た
憲
法
四
一
条
を

蹂じ
ゅ
う
り
ん

躙
す
る
も
の
で
す
。

し
か
も
私
た
ち
を
一
層
危
惧
さ
せ
る
の
は
、
昨
年
一
一
月
二
二
日
、
政
府
に
「
防
衛
力
の
抜
本
的
強
化
の
必
要
性
」
を
提
言

し
た
「
有
識
者
会
議
」
の
メ
ン
バ
ー
に
、
喜き

た多
恒
雄
・
日
本
経
済
新
聞
社
顧
問
、
山
口
寿と

し
か
ず一

・
読
売
新
聞
グ
ル
ー
プ
本
社
社
長
、

船ふ
な
ば
し橋

洋よ
う
い
ち一

・
元
朝
日
新
聞
社
主
筆
な
ど
メ
デ
ィ
ア
幹
部
が
加
わ
っ
て
い
た
と
い
う
事
実
で
す
。
国
民
の
目
線
で
権
力
を
監
視

す
べ
き
マ
ス
コ
ミ
大
手
の
幹
部
が
、
政
府
の
方
針
転
換
を
先
導
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
人
た
ち
に
は
、

戦
前
の
天
皇
制
軍
国
主
義
に
マ
ス
コ
ミ
が
加
担
し
た
こ
と
へ
の
反
省
に
基
づ
く
自
己
抑
制
は
働
い
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
ま

た
、
科
学
研
究
の
分
野
で
は
「
軍
事
的
な
手
段
に
よ
る
国
家
の
安
全
保
障
に
関
わ
る
研
究
が
、
学
問
の
自
由
及
び
学
術
の
健

二
〇
二
三
年
二
月
六
日
　
総
合
社
会
福
祉
研
究
所
理
事
会

福
祉
が
犠
牲
に
さ
れ
人
権
が
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
る 

新
た
な
戦
前
に
し
な
い
た
め
の
声
明

緊急声明緊急声明



福祉のひろば　2023－039

全
な
発
展
と
緊
張
関
係
に
あ
る
」
と
し
た
日
本
学
術
会
議
の
会
員
の
任
命
拒
否
を
岸
田
政
権
も
容
認
し
つ
づ
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
が
、
コ
ロ
ナ
禍
と
物
価
高
で
苦
し
む
私
た
ち
国
民
を
横
目
に
、
昨
年
の
参
院
選
で
与
党
が
多
数
を
確
保
し

た
後
の
わ
ず
か
半
年
の
間
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
流
れ
が
、
戦
争
の
準
備
行
為
と
し
て
、
私
た
ち
の
不
安
を
か
き
立
て

ず
に
は
お
か
な
い
の
で
す
。

戦
争
で
最
も
犠
牲
に
な
る
の
は
、
戦
地
に
赴
く
若
者
だ
け
で
は
な
く
、
子
ど
も
た
ち
や
高
齢
者
を
含
む
国
民
の
大
多
数
で

あ
る
こ
と
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
現
実
を
み
れ
ば
明
ら
か
で
す
。
ま
た
、
米
軍
や
自
衛
隊
の
基
地
や
原
発
の
あ
る
地
域
は
真
っ

先
に
標
的
と
な
り
、
そ
こ
に
生
き
る
人
々
の
暮
ら
し
と
人
生
が
破
壊
さ
れ
、
人
権
が
蹂
躙
さ
れ
る
こ
と
は
火
を
見
る
よ
り
明

ら
か
で
す
。
さ
ら
に
、
軍
備
増
強
の
た
め
の
費
用
負
担
に
充
て
る
た
め
と
し
て
、
社
会
保
障
や
社
会
福
祉
の
予
算
が
削
減
さ

れ
て
し
ま
う
こ
と
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
医
療
ひ
っ
迫
の
た
め
に
福
祉
施
設
が
コ
ロ
ナ
病
棟
の
代
替
施
設
に

さ
れ
、
人
手
不
足
の
な
か
で
も
人
々
の
暮
ら
し
と
仕
事
を
支
え
る
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
と
し
て
機
能
し
つ
づ
け
る
こ
と

を
要
請
さ
れ
ま
し
た
。
社
会
を
土
台
で
支
え
る
仕
事
に
ふ
さ
わ
し
い
処
遇
の
抜
本
的
改
善
が
求
め
ら
れ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

軍
事
費
増
の
た
め
に
福
祉
関
連
の
予
算
が
切
り
詰
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
歯
止
め
な
き
抑
止
力
競
争
に
よ
っ
て
戦
争
を
呼
び
込
む
軍
事
費
関
連
予
算
の
増
額
に
反
対
し
ま
す
。
経
済
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
人
々
の
文
化
的
社
会
的
な
交
流
の
広
が
り
は
、
軍
事
力
に
よ
る
対
立
や
抑
止
力
競
争
と
は
相
容
れ
な
い
も

の
で
す
。
す
べ
て
の
国
に
生
き
る
人
々
の
健
康
で
文
化
的
な
生
存
の
権
利
を
保
障
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
、
国
・
企
業
・
人
々

が
、
協
力
共
同
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
世
界
か
ら
紛
争
の
種
を
取
り
除
き
、
平
和
の
土
台
を
築
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
政
府
は

そ
の
た
め
に
こ
そ
財
源
を
さ
き
、
ア
メ
リ
カ
に
も
働
き
か
け
、
世
界
平
和
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
敵
を
つ
く
り
、
軍
事
費
を
増
や
し
て
も
、
抑
止
力
に
な
ら
な
い
こ
と
は
人
類
の
歴
史
が
証
明
し
て
い
ま
す
。
日
本
は
不

毛
な
軍
事
力
競
争
を
や
め
て
、
今
こ
そ
憲
法
を
守
り
、
そ
の
考
え
に
基
づ
き
平
和
へ
の
と
り
く
み
を
具
体
化
し
て
い
く
こ
と

こ
そ
世
界
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
点
か
ら
、
私
た
ち
は
安
保
三
文
書
改
定
を
容
認
で
き
ま
せ
ん
。
強
く
、
撤
回
を
求
め
ま
す
。


